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沖 縄 赤 十 字 医 誌
ŎŦťį…ŋį…ŐŬŪůŢŸŢ…œŦť…CųŰŴŴ…ŉŰŴűį
ຈ要性、২会঑׳の୰明を行った。その後˞ঙは自
己導尿に対し意ဳ的となった。自఺۪ޏと同じဢ৆
トイτでႯਠを行うと自己導尿خ能となった。˞ঙ
からも自૞がついた発言が໳かれた。指導開ই10
日目、ॼ尿ၾが30 ～ 50Ůŭまでࡘઁした。自己導
尿継続でప院となった。ప院後一日２回の導尿は継
続され、ॼ尿ၾは50Ůŭとなっている。࡛在も内໚
継続と自己導尿は継続している。
Ⱥࣉख़͂͛͘Ȼ
　ఝ状ឃ૮やΰルβスウイルスによる神経因性ᦏ᥻
の排尿障害は、予後は良ࢡとされており、自己導尿
継続することで排尿障害は٨஝された。しかし、急
性に発症する排尿障害や尿閉は、患者のະ安やୈ神
的໅౜が大きく、さらに自己導尿がຈ要なことでさ
らに患者の˭˫˨は೩ئする೑感した。「自己導尿
がຈ要な患者のະ安やୈ神的ߎ೑を৾りੰくために
は、患者へ予後が良ࢡであり排尿障害は回໘するこ
とを୰明すること」とᔾ૩ঙは言っている。今回、
患者と向き合う中でな̶自己導尿のຈ要なのか疾患
のことを͏くめた୰明を行い、自己導尿の継続がᦏ
᥻機能の回໘につながることを୰明を行った。さら
に在఺への঑׳の୰明を行ったことが患者のະ安や
ୈ神的໅౜を和ら̬、自己導尿の受け入れができた
と考える。今後、自己導尿を行う患者に対し、患者
の心ၑ・২会的アセスιϋトを十分に行い、自己導
尿指導を行っていきたい。
